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光学活性オニウム塩の一種であるキラル第四級アンモニウ塩やホスホニウム塩は、

不斉相間移動触媒としての有効性が広く知られており、これを用いた実用的反応が数

多く報告されている 1)。その一方、オニウム塩の一種であるスルホニウム塩に関して

は、古くから有機合成試薬として活用されてきたものの、その触媒能に関する研究は

非常に限られており、不斉触媒としての利用例は皆無である。この原因の一つとして、

スルホニウム塩の不安定さが挙げられる。

特に、塩基存在下では容易にスルホニウム

イリドを形成することが知られており、通

常塩基性条件下で実施される相間移動反

応へ、スルホニウム塩を触媒として適用す

ることは不可能であると考えられてきた。 

本研究では、近年見出された塩基の添加を必要としない中性条件下で進行する新た

な相間移動反応系に着目した 2)。本中性相間移動反応系へキラルスルホニウム塩触媒

を適用することで、触媒の失活という問題を克服できると考えた。このアイデアを基

に、新規キラルスルホニウム塩触媒を設計・合成し、その不斉触媒能を検討した。そ

の結果、オキシインドール誘導体とマレイミドの不斉共役付加反応において、高いエ

ナンチオ選択性で生成物を与える、有効なスルホニウム塩触媒を見出すことに成功し

た(Scheme 1) 3)。 
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